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学校だより 

1月号
令和7年1月8日 

京都市立洛央小学校 

校長 鈴木 宏紀 

 

１１月２１日木曜日にハートフル洛央を行いました。各学年の子どもたちがこれまで学習してきたこと

を舞台上で表現することができました。たくさんの人の前ではっきりした声で言葉を述べたり、歌や楽器

等で素敵なハーモニーを届けたりして、一人一人が力を出し切りました。また、みんなで協力し合うこと

で素晴らしい発表に仕上げることができました。「ハートフル」には人への思いやりの心をこめています。

自分も人も大切な存在です。今回の行事を通して、そんなメッセージを観客の方々に伝えることができた

のなら幸いです。この日までいろいろな準備と、当日の多数のご参加、ありがとうございました。 

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいた
します。 

 
ある日のこと、廊下にお茶がこぼれていたので、私は雑巾で拭

きました。その後、3 年生の手洗い場で洗おうとすると「1 枚雑
巾を洗いましょうか？先生、2枚持っているから…。」と、Ａさん
が声をかけてくれました。そして、雑巾を 1枚洗ってくれたので
す。とてもうれしい出来事でした。その時にＡさんの行動を振り
返ってみて気づいたことがありました。 
Ａさんが手伝ってくれるまでには、まず『私をよく観ていた』、

次に『私が 2 枚雑巾を持っていることに気づいた』、さらに『手
伝おうと心が働いた』、最後に『声をかけるという行動に移せた』
という過程があったのだと。どれか一つでも欠けていても手伝っ
てくれることはなかったと思うのです。すると、Ａさんにお礼を
言うときにも単に「手伝ってくれてありがとう。」なのか、「よく
2 枚持っていることに気づいたね。ありがとう。」なのか、「手伝
おうと思ってくれたのだね。とっても優しいね。」なのか、「声を
かけてくれて、とっても嬉しかったよ。」なのか、かける言葉も
変わってくることに気づきました。 

 
学校のグランドデザインに、今年度からスローガン『ともに 

学ぶ』を掲げました。その一つに『子どもの姿から学ぶ』を挙げ
ています。（HP掲載のグランドデザイン参照） 
令和 7年がスタートしました。今年度は残り 3か月ですが、も

う一度スタートに立ち返り、子ども一人一人をよく観て、子ども
の姿から学び、学んだことを私たちの教育活動に生かすことで子
どもたちに返していきたいと思います。 

文責：鈴木 宏紀 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月の主な行事予定 
5日（水）令和 7年度新入学児童半日入学・入学説明会（在校生 13:20完全下校） 

6日（木）６年ＲＡＫＵＲＡＫＵＫＩＤＳ（京都駅での活動） 

7日（金）小さな巨匠展見学（すばる学級） 

 9日（日）６年京キッズＲＵＮ（たけびしスタジアム） 

13日（木）小中育成学級交流会（すばる学級） 

25日（火）支部育成学級合同科学センター学習（すばる学級） 

28日（金）支部育成学級卒業おめでとう会（すばる学級） 

 

 

 

１月１０日から１７日の期間、冬休み明けの「生活リ

ズム調べ」を実施いたします。後日、保護者の方々に

コメントを記入してもらい、学校にご提出していた

だくこととなります。 

お世話になりますが、どうぞよろ 

しくお願いいたします。 

 

 

４年生～６年生は、冬休み明けに『ジョイントプログ

ラム（5・６年）』、『プレジョイントプログラム（４年生）』

があります。今回は、国語・算数・理科・社会の4教科に

ついて学習内容の定着を確認 

するテストとなっておりますので 

お知りおきください。 


